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be 動詞の文 

 

日本語の構成 

 

日本文：犬は 私からごはんを もらう。 

         A         B           C 

 

A:   主語        B   修飾語        C  述語 

 

品詞：単語の種類。○○詞と呼ばれる物のこと。 

  例：犬は名詞、もらうは動詞 

 

用語解説 

（   ）・・・（「        」）という意味で、文章の（   ）にくる（   ）。 

（   ）・・・（   ）、（   ）、（   ）といった生き物の（   ）を表す品詞。 

（     ）・・・（     ）、（     ）といった生き物の（   ）を表す品詞。 

（   ）・・・（   ）、（   ）、（   ）といった生き物や物体の（   ）を表す

品詞。 

・（     ）・・・（「     」）の世界に 1 つしかない物の（   ）を表す。 

・（     ）・・・先ほどの（   ）や（   ）といったごく一般的な物を表す（   ）。 

（   ）・・・（  、   、    ）の 3 種類で（  、   ）は（「     」）、

（     ）は（「   」）という意味。（   ）の前につける。 

 

※上の他にも助動詞や副詞といった様々な品詞が英語には存在します。 

 

人称 

（     ）・・・（  ） 

（     ）・・・（     ） 

（     ）・・・（  と     以外） 

 

 

 



be 動詞 

主語が I→（   ） 

主語が You や複数形→（     ） 

主語が He などの 3 人称単数現在形→（   ） 

主語が I や He などの 3 人称単数過去形→（     ） 

主語が You や複数形などの過去形→（      ） 

 

be 動詞の文 

肯定文 

（   ）＋（     ）＋（   ）＋（   や     ）. 

 

否定文 

（   ）＋（     ）＋（     ）＋（   ）＋（   や     ）. 

 

疑問文 

（     ）＋（   ）＋（   ）＋（   や     ）＋（  ） 

 

答え方 

（   ）＋（   ）＋（     ）.    

（   ）＋（   ）＋（     ）＋（   ）. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



人称代名詞の表（埋めろ！） 

 

 主格 所有格 目的格 所有代名詞 

～は ～の ～を、に ～のもの 

私  

 

   

あなた  

 

   

彼  

 

   

彼女  

 

   

それ  

 

   

私たち  

 

   

あなたたち  

 

   

彼ら  

 

 

 

 

 

 

 彼女ら 

それら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



複数形 

複数形の作り方 

①語尾が ch、th、sh、o、x、s の名詞の場合、語尾に es をつける。 

    box→boxes、bus→buses 

②語尾が「子音字+y」の名詞の場合、語尾の y を i に変えて es をつける。 

      country→countries、story→stories 

③語尾が f、fe の場合、語尾の f、fe を v に変えて es をつける。 

     knife→knives、leaf→leaves 

④それ以外の場合、語尾に s をつける。 

     book→books、bike→bikes 

 

⑤不規則変化 

 

     child→children、man→men、woman→women、foot→feet、tooth→teeeth 

 

⑥単数形と複数形が同じ形の名詞 

   

fish→fish、deer→deer 

 

 

 

 

 



数を表す語句：複数形の名詞の前には数を表す語をつけることがよくある。 

        two dogs（２匹の犬)、three cats(３匹の猫)など。 

 

some と any について 

 

主に some は肯定文、any は疑問文と否定文で使われる。 

any は否定文で「全く～ない」という意味になる。 

 

I have some CDs. 

(私はいくつか CD を持っている。) 

 

Do you have any CDs ? 

（あなたはいくつか CD を持っていますか。） 

 

I don’t have any CDs. 

（私は全く CD を持っていません。） 

 

Q 複数形を書きなさい。 

 

(1)book (2)bus (3)box (4)dish (5)watch (6)tomato 

(7)piano (8)dictionary (9)knife (10)I (11)you (12)he 

(13)she (14)it (15)this (16)that 

 

 

 



一般動詞の文 

 

復習 

Iの be動詞は（   ）、Youや複数形の be動詞は（   ）、Heなどの be動詞は（   ）。 

be 動詞の意味は「（         ）」 

 

一般動詞の文 

 

一般動詞とは be 動詞以外の動詞を指します。 

例えば（      ）、（      ）、（      ）などは一般動詞です。 

 

一般動詞の文の作り方 

肯定文（I や You が主語の場合） 

（   ）＋（     ）＋（   ）＋（   や     ）. 

 

肯定文（He などの 3 人称単数現在が主語の場合） 

（   ）＋（     ）＋（   ）＋（   や     ）. 

 

否定文（I や You が主語の場合） 

（   ）＋（     ）＋（     ）＋（   ）＋（   や     ）. 

 

否定文（He などの 3 人称単数現在が主語の場合） 

（   ）＋（     ）＋（     ）＋（   ）＋（   や     ）. 

 

疑問文（I や You が主語の場合） 

（     ）＋（   ）＋（   ）＋（  ）＋（   や    ）＋（  ） 

 

答え方 

（   ）＋（   ）＋（     ）.    

（   ）＋（   ）＋（     ）＋（   ）. 



疑問文（He などの 3 人称単数現在が主語の場合） 

（     ）＋（   ）＋（   ）＋（  ）＋（   や    ）＋（  ） 

答え方 

（   ）＋（   ）＋（     ）.    

（   ）＋（   ）＋（     ）＋（   ）. 

 

※英文を作る際、以下の点に注意して文を作るようにしましょう。 

①日本文を見て、この文が（     ）なのか（      ）なのかを判断する。 

②日本文を見て、この文が（     ）なのか（      ）なのか（      ）

を判断する。 

③英文を書く。 

④最後に最終確認をする。 

・be 動詞と一般動詞、両方使っていないか。 

・冠詞や複数形のｓ、肯定文や否定文の最後につくピリオド、疑問文の？などはついてるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アルファベット（解答） 

大文字 

 

 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

                                               

 

 

 

                                           

 

 

 

                                            

 

小文字 

 

 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔｕｖｗｘｙｚ 

                                           

 

 

 

                                           

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 



be 動詞の文 

 

日本語の構成 

 

日本文：犬は 私からごはんを もらう。 

         A         B           C 

 

A:主語 B 修飾語 C 述語 

 

品詞：単語の種類。○○詞と呼ばれる物のこと。 

  例：犬は名詞、もらうは動詞 

 

用語解説 

（主語）・・・（「 ～は、～が」）という意味で、文章の（最初）にくる（名詞）。 

（動詞）・・・（歩く）、（走る）、（食べる）といった生き物の（動作）を表す品詞。 

（形容詞）・・・（悲しい）、（怒る）といった生き物の（感情）を表す品詞。 

（名詞）・・・（犬）、（猫）、（ペン）といった生き物や物体の（名前）を表す品詞。 

・（固有名詞）・・・（「地球」）の世界に 1 つしかない物の（名前）を表す。 

・（普通名詞）・・・先ほどの（犬）や（猫）といったごく一般的な物を表す（名詞）。 

（冠詞）・・・（ａ、an、the）の 3 種類で（a、an）は（「１つの」）、（the）は（「その」）と

いう意味。（普通名詞）の前につける。 

 

※上の他にも助動詞や副詞といった様々な品詞が英語には存在します。 

 

人称 

（一人称）・・・（Ｉ） 

（二人称）・・・（you） 

（三人称）・・・（Ｉと you 以外） 

 

 

 

 



be 動詞 

主語が I→（am） 

主語が You や複数形→（are） 

主語が He などの 3 人称単数現在形→（is） 

主語が I や He などの 3 人称単数過去形→（was） 

主語が You や複数形などの過去形→（were） 

 

be 動詞の文 

肯定文 

（主語）＋（be 動詞）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）. 

 

否定文 

（主語）＋（be 動詞）＋（not）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）. 

 

疑問文 

（be 動詞）＋（主語）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）＋（？） 

 

答え方 

（Yes,）＋（主語）＋（be 動詞）.    

（No,）＋（主語）＋（be 動詞）＋（not）. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



人称代名詞の表（埋めろ！） 

 

 主格 所有格 目的格 所有代名詞 

～は ～の ～を、に ～のもの 

私 I 

 

my me mine 

あなた you 

 

your you yours 

彼 he 

 

his him his 

彼女 she 

 

her her hers 

それ it 

 

its it  

私たち we 

 

our us ours 

あなたたち you 

 

your you yours 

彼ら  

they 

 

their 

 

them 

 

theirs 

 

彼女ら 

それら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



複数形 

複数形の作り方 

①語尾が ch、th、sh、o、x、s の名詞の場合、語尾に es をつける。 

    box→boxes、bus→buses 

②語尾が「子音字+y」の名詞の場合、語尾の y を i に変えて es をつける。 

      country→countries、story→stories 

③語尾が f、fe の場合、語尾の f、fe を v に変えて es をつける。 

     knife→knives、leaf→leaves 

④それ以外の場合、語尾に s をつける。 

     book→books、bike→bikes 

 

⑤不規則変化 

 

     child→children、man→men、woman→women、foot→feet、tooth→teeeth 

 

⑥単数形と複数形が同じ形の名詞 

   

fish→fish、deer→deer 

 

数を表す語句：複数形の名詞の前には数を表す語をつけることがよくある。 

        two dogs（２匹の犬)、three cats(３匹の猫)など。 



some と any について 

 

主に some は肯定文、any は疑問文と否定文で使われる。 

any は否定文で「全く～ない」という意味になる。 

 

I have some CDs. 

(私はいくつか CD を持っている。) 

 

Do you have any CDs ? 

（あなたはいくつか CD を持っていますか。） 

 

I don’t have any CDs. 

（私は全く CD を持っていません。） 

 

Q 複数形を書きなさい。 

 

(1)book→books (2)bus→buses (3)box→boxes  

(4)dish→dishes (5)watch→watches (6)tomato→tomatoes 

(7)piano→pianos (8)dictionary→dictionaries  

(9)knife→knives (10)I→we(11)you→you(12)he→they  

(13)she→they(14)it→they(15)this→these(16)that→those 

 

 

 

 



一般動詞の文 

 

復習 

I の be 動詞は（am）、You や複数形の be 動詞は（are）、He などの be 動詞は（is）。 

be 動詞の意味は「（～だ、～です）」 

 

一般動詞の文 

 

一般動詞とは be 動詞以外の動詞を指します。 

例えば（歩く）、（走る）、（飲む）などは一般動詞です。 

 

一般動詞の文の作り方 

肯定文（I や You が主語の場合） 

（主語）＋（一般動詞）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）. 

 

肯定文（He などの 3 人称単数現在が主語の場合） 

（主語）＋（一般動詞+ｓ）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）. 

 

否定文（I や You が主語の場合） 

（主語）＋（don’t）＋（一般動詞）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）. 

 

否定文（He などの 3 人称単数現在が主語の場合） 

（主語）＋（doesn’t）＋（一般動詞）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）. 

 

疑問文（I や You が主語の場合） 

（Do）＋（主語）＋（一般動詞）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）＋（？） 

 

答え方 

（Yes,）＋（主語）＋（do）.    

（No,）＋（主語）＋（do）＋（not）. 



疑問文（He などの 3 人称単数現在が主語の場合） 

（Does）＋（主語）＋（一般動詞）＋（冠詞）＋（名詞や形容詞）＋（？） 

答え方 

（Yes,）＋（主語）＋（does）.    

（No,）＋（主語）＋（does）＋（not）. 

 

※英文を作る際、以下の点に注意して文を作るようにしましょう。 

①日本文を見て、この文が（be 動詞）なのか（一般動詞）なのかを判断する。 

②日本文を見て、この文が（肯定文）なのか（否定文）なのか（疑問文）を判断する。 

③英文を書く。 

④最後に最終確認をする。 

・be 動詞と一般動詞、両方使っていないか。 

・冠詞や複数形のｓ、肯定文や否定文の最後につくピリオド、疑問文の？などはついてるか。 

 

 


